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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行機体の走行速度を変速する変速装置の変速操作具が、中立エリアを介して前進変速
用操作径路と後進変速用操作径路とに亘った一連の変速用操作経路を移動操作可能に設け
られ、前記変速用操作経路に沿って前記変速操作具を操作するに伴ってアクセルを連動さ
せる連動手段が設けられている作業車の変速操作構造であって、
　前記変速操作具は、変速レバーで構成され、
　前記連動手段は、
　枢支軸芯周りに揺動することで前記アクセルを連動させるアクセル調整アームを、前記
変速レバーと前記アクセルとの間に介在させ、前記変速レバーの操作によってレバー外周
部が前記アクセル調整アームの縁部に当接して、前記枢支軸芯周りに前記アクセル調整ア
ームを揺動させるように構成されており、
　前記中立エリアには、エンジンのアイドリング状態を保持するアイドリング中立位置が
備えられ、
　前記変速レバーをこの位置に操作することで前記エンジンが停止されるエンジン停止用
操作位置が、前記アイドリング中立位置に隣接する状態に備えられ、
　前記アイドリング中立位置から前記エンジン停止用操作位置に前記変速レバーを位置さ
せることによるエンジン停止時には、前記アクセル調整アームが操作されずにアイドリン
グ状態に対応する位置に残された状態で、前記エンジンが停止するようにする非連動手段
が設けられており、
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　前記非連動手段は、
　前記変速レバーを前記エンジン停止用操作位置に位置させても、前記変速レバーが前記
アクセル調整アームに当接しないように、前記アクセル調整アームの縁部に形成された切
欠きで構成されている作業車の変速操作構造。
【請求項２】
　前記変速レバーの前記中立エリアに、前記アイドリング中立位置よりもエンジン回転が
高くなるアクセルアップ中立位置を備えている請求項１に記載の作業車の変速操作構造。
【請求項３】
　前記変速用操作経路は、左右方向に横長の前記中立エリアと、
　前記中立エリアの一方の端部から前方に延びる前記前進変速用操作経路と、
　前記中立エリアの他方の端部から後方に延びる前記後進変速用操作経路とを備えて構成
してあり、
　前記エンジン停止用操作位置は、前記中立エリアの一方の端部に設けてある請求項１又
は２に記載の作業車の変速操作構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、走行機体の走行速度を変速する変速装置の変速操作具が、中立エリアを介し
て前進変速用操作径路と後進変速用操作径路とに亘った一連の変速用操作経路を移動操作
可能に設けられ、前記変速用操作経路に沿って前記変速操作具を操作するに伴ってアクセ
ルを連動させる連動手段が設けられている作業車の変速操作構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の作業車の変速操作構造としては、変速用操作経路の平面形状が、図１４
に示すように、前進変速用操作経路Ｆを前後方向に配置し、その後端部に、横方向に折れ
曲がった中立エリアＮの一端部が連続状態に設けられ、中立エリアＮの他端部に、後方に
折れ曲がった後進変速用操作経路Ｒが連続状態に配置されているものがあった（例えば、
特許文献１参照）。
　また、主変速レバー（変速操作具に相当）４６を案内する案内溝７２を備えたガイド板
７１の上面には、前進変速用操作経路Ｆに重複するように第１カム部材（アクセル調節ア
ームに相当）９１が支点ｇ周りに揺動可能に枢支連結されるとともに、後進変速用操作経
路Ｒに重複するように第２カム部材（アクセル調整アームに相当）９２が支点ｈ周りに揺
動可能に枢支連結されている。そして、各カム部材９１，９２の後端部にはワイヤ９３，
９４がそれぞれ連結され、このワイヤ９３，９４が、前記エンジン１２に装備された機械
式のアクセル９５の調速レバー９６にそれぞれ連結されている。また、各カム部材９１，
９２の後端部にはワイヤ９３，９４を弛める方向に各カム部材９１，９２を揺動付勢する
バネ９７，９８が連結されており、各カム部材の付勢揺動限界がガイド板７１上のストッ
パ９９，１００によって接当規制されている。
　前記アクセル９５は、両ワイヤ９３，９４が弛むと「低速」側に揺動し、いずれかのワ
イヤ９３，９４が引かれると「高速」側に揺動するようになっており、主変速レバー４６
が中立エリアＮにある時には、両ワイヤ９３，９４が共に弛められてアクセル９５はアイ
ドリング回転速度（例えば１７００ｒｐｍ）に維持されるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２９８０２１号公報（図１０、図１１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来の作業車の変速操作構造によれば、例えば、アイドリング状態が続くよう
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な場合、燃料が無駄に消費されることになる。これを防ぐ為には、その都度、エンジンキ
ーを切り操作する必要があるが、操作が繁雑となりやすい。そこで、エンジン停止の操作
を簡単に実施できるようにする為には、主変速レバーを中立エリアに位置するように操作
したその動作に継続させて、レバーを握ったままエンジン停止ができるようにすることが
好ましい。
　具体的には、図１４に示すように、中立エリアＮに分岐させてエンジン停止用操作位置
ＥＳを設け、この位置に主変速レバー５３を移動操作することでエンジンが停止するよう
に構成することが考えられる。
　しかしながら、この場合、エンジン停止用操作位置ＥＳに主変速レバー４６を移動操作
すると、図１４に示すように、第１カム部材９１を「高速」側に揺動させてしまい一時的
にエンジン回転が上がってしまう不具合がある。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、上記問題点を解消し、エンジン停止を叶える上での不具合を
解決できる作業車の変速操作構造を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴構成は、走行機体の走行速度を変速する変速装置の変速操作具が、
中立エリアを介して前進変速用操作径路と後進変速用操作径路とに亘った一連の変速用操
作経路を移動操作可能に設けられ、前記変速用操作経路に沿って前記変速操作具を操作す
るに伴ってアクセルを連動させる連動手段が設けられている作業車の変速操作構造であっ
て、
　前記変速操作具は、変速レバーで構成され、
　前記連動手段は、
　枢支軸芯周りに揺動することで前記アクセルを連動させるアクセル調整アームを、前記
変速レバーと前記アクセルとの間に介在させ、前記変速レバーの操作によってレバー外周
部が前記アクセル調整アームの縁部に当接して、前記枢支軸芯周りに前記アクセル調整ア
ームを揺動させるように構成されており、
　前記中立エリアには、エンジンのアイドリング状態を保持するアイドリング中立位置が
備えられ、
　前記変速レバーをこの位置に操作することで前記エンジンが停止されるエンジン停止用
操作位置が、前記アイドリング中立位置に隣接する状態に備えられ、
　前記アイドリング中立位置から前記エンジン停止用操作位置に前記変速レバーを位置さ
せることによるエンジン停止時には、前記アクセル調整アームが操作されずにアイドリン
グ状態に対応する位置に残された状態で、前記エンジンが停止するようにする非連動手段
が設けられており、
　前記非連動手段は、
　前記変速レバーを前記エンジン停止用操作位置に位置させても、前記変速レバーが前記
アクセル調整アームに当接しないように、前記アクセル調整アームの縁部に形成された切
欠きで構成されているところにある。
【０００７】
　本発明の第１の特徴構成によれば、変速レバーをこの位置に操作することでエンジンが
停止されるエンジン停止用操作位置が、変速用操作経路に分岐する状態に備えられている
から、変速レバーを握ったまま、連続してエンジン停止用操作位置に移動操作することが
でき、簡単にエンジン停止を行えるようになる。
　また、非連動手段を設けてあることで、エンジン停止用操作位置に変速レバーを位置さ
せるエンジン停止操作を行う時に、変速レバーの操作がアクセルに連動しないようになり
、従来のようにエンジンの回転が停止前に一時的に上がってしまうことがなくなる。従っ
て、エンジンの回転が一時的に上がるようなことなくエンジンを停止させることができ、
従来の不具合を解決することができる。
【０００８】
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【０００９】
　また、エンジン停止用操作位置がアイドリング中立位置に隣接させてあるから、変速レ
バーを、中立エリアのアイドリング中立位置からエンジン停止用操作位置まで速やかに移
動操作することができ、アイドリング状態から迅速なエンジン停止を叶えることができる
。
　変速レバーが、アクセル調整アームの切欠き内に位置することで連動手段の連動を断て
るようになり、アクセル調整アームの構造を簡単なものにできながら、非連動手段の効果
を叶えることができるようになる。
　従って、部品の構成の簡単化、部品加工の簡単化によってコストダウンを叶えることが
できる。
【００１０】
　本発明の第２の特徴構成は、前記変速レバーの前記中立エリアに、前記アイドリング中
立位置よりもエンジン回転が高くなるアクセルアップ中立位置を備えているところにある
。
【００１１】
　本発明の第２の特徴構成によれば、アクセルアップ中立位置に変速操作具を位置させる
ことによって、エンジン回転をアイドリング状態より高くすることができる。
　従って、寒冷時や寒冷地などでより確実にエンジン始動を行うのに有効であったり、例
えば、ぬかるみ等から作業車を脱出させる際のように、エンジンを高回転にしておいて一
気に始動させる場合に効果的である。具体的には、変速レバーをアクセルアップ中立位置
に位置させてエンジン回転を上げた状態から、例えば、後進変速用操作径路に移動させる
ことで、高回転を保った状態で作業車を後進させることができ、ぬかるみ等から一気に脱
出させることができる。
【００１２】
【００１３】
【００１４】
【００１５】
【００１６】
　本発明の第３の特徴構成は、前記変速用操作経路は、左右方向に横長の前記中立エリア
と、前記中立エリアの一方の端部から前方に延びる前記前進変速用操作経路と、前記中立
エリアの他方の端部から後方に延びる前記後進変速用操作経路とを備えて構成してあり、
　前記エンジン停止用操作位置は、前記中立エリアの一方の端部に設けてあるところにあ
る。
【００１７】
　本発明の第３の特徴構成によれば、中立エリアを挟んで前方側に前進変速用操作経路、
後方側に後進変速用操作経路を設けてあるから、現実の操作方向と作業車の移動方向とが
一致し、操作性に富んでいる。
　また、中立エリアを左右方向に横長に設けてあるから、前進変速用操作経路と後進変速
用操作経路との間で、一気に前後進が切り替わるのを防止でき、作業車への負担の少ない
稼動を実現することができる。
　そして、エンジン停止用操作位置を中立エリアの前進変速用操作経路側の端部に設けて
あるから、変速レバーを中立エリアの操作延長線上に操作することでエンジン停止用操作
位置に移動することができ、簡単に間違いなくエンジン停止を行うことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】田植機の全体側面図
【図２】田植機の全体平面図
【図３】変速操作構造の側面図
【図４】変速操作構造の正面図
【図５】変速操作構造の平面図
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【図６】変速操作構造を示す分解斜視図
【図７】抵抗手段の作用を示す説明図
【図８】連動手段を示す平面図
【図９】連動手段を示す平面図
【図１０】連動手段を示す平面図
【図１１】別実施形態の連動手段を示す平面図
【図１２】別実施形態の連動手段を示す平面図
【図１３】移動規制レバーの作用を示す説明図
【図１４】従来の変速操作構造の平面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。尚、図面において従来例と同一
の符号で表示した部分は、同一又は相当の部分を示している。
　図１、図２に、作業車の一例として乗用型の田植機が示されている。この乗用型田植機
は、操向自在な左右一対の前輪１と操向不能な左右一対の後輪２とを備えた乗用型の走行
機体３の後部に、苗植付け装置４が油圧シリンダ５によって駆動される平行四連式のリン
ク機構６を介して昇降自在に連結されるとともに、機体後部に施肥装置７が装備された構
造となっている。
【００２０】
　走行機体３における機体フレーム８の前部には、前輪１を軸支したミッションケース９
が連結固定されるとともに、機体フレーム８の後部には、後輪２を軸支した後部伝動ケー
ス１０がローリング自在に支持されている。また、ミッションケース９から前方に延出さ
れた前フレーム１１にエンジン１２が横向きに搭載されてボンネット１３で覆われている
とともに、エンジン１２の後方に位置する搭乗運転部には、前輪１を操向操作するための
ステアリングハンドル１４、運転座席１５、ステップ１６などが備えられ、また、機体前
部の左右には、予備苗を複数段に載置収容する予備苗のせ台１７が設けられている。
【００２１】
　苗植付け装置４は、６条分の苗を載置して左右方向に設定ストロークで往復移動される
苗のせ台２１、苗のせ台２１下端から１株分づつ苗を切り出して田面Ｔに植付けてゆく６
組の回転式の植付け機構２２、植付け箇所を整地する３個の整地フロート２３、等を備え
て構成されている。また、前記施肥装置７は、運転座席１５と苗植付け装置４との間にお
いて走行機体３上に搭載されており、粉粒状の肥料を貯留する肥料ホッパー２４、この肥
料ホッパー２４内の肥料を設定量づつ繰り出す繰出し機構２５、繰り出された肥料を供給
ホース２６を介して各整地フロート２３に備えた作溝器２７に風力搬送する電動ブロア２
８、などを備えており、作溝器２７によって田面Ｔに形成した溝に肥料を送り込んで埋設
してゆくよう構成されている。
【００２２】
　ミッションケース９の側面には静油圧式無段変速装置（ＨＳＴ）からなる主変速装置　
（変速装置に相当）４１が連結されてエンジン１２にベルト連動され、その変速出力がミ
ッションケース９に入力されて走行系と作業系とに分岐されるようになっている。
【００２３】
　主変速装置４１は、ステアリングハンドル１４の左脇に配備された主変速レバー（変速
操作具に相当）４６で変速操作されるようになっており、次に、この主変速レバー４６を
使用した変速操作構造について説明する。
【００２４】
　図３，図４に示すように、ステアリングハンドル１４を支持するよう立設されたハンド
ルポスト５０には支持ブラケット５１が固着され、この支持ブラケット５１の左側端部に
は、支軸５２を介してデテント板５３が横向き支点ａ周りに前後揺動可能に支持され、こ
のデテント板５３に前記主変速レバー４６が前後向き支点ｂ周りに左右揺動可能に支持さ
れている。
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　ハンドルポスト５０を立設支持する支持枠５４に、横向き支点ｃ周りに回動可能に中継
回動部材５５が支持されており、この中継回動部材５５とデテント板５３とが連係ロッド
５６を介して連係され、さらに、この中継回動部材５５と、主変速装置４１の変速操作軸
５７に連結された変速アーム５８とが操作ロッド５９を介して連係されている。
【００２５】
　図５に示すように、前記支持ブラケット５１にはガイド板６０が固着されるとともに、
このガイド板６０に形成された段違い状の案内溝６１に主変速レバー４６の基部から下向
きに延出された案内ロッド４６ａが貫通されており、案内溝６１と案内ロッド４６ａとの
係合案内作用によって主変速レバー４６を所定の段違い操作経路（変速用操作経路に相当
）Ｋ１に沿って前後に揺動操作することができる。そして、デテント板５３を正逆に回動
させて主変速装置４１を前進域から後進域までの範囲で変速操作することが可能となって
いる。
【００２６】
　段違い操作経路Ｋ１は、段違い部位に位置する主変速装置４１の中立エリアＮと、その
前方の前進変速用操作経路Ｆと、後方に後進変速用操作経路Ｒとで構成されている。
　また、デテント板５３の外周に並列形成した複数個の凹部６２に（図３参照）、片持ち
バネレバー６３の遊端に支持したデテントローラ６４を弾性係入させることで、主変速レ
バー４６を前進の複数段、中立エリアＮ、および、後進の複数段の各変速位置に保持する
ことができるようになっている。
【００２７】
　また、主変速レバー４６の横操作中心となる前後向き支点ｂにはねじりバネ６５が装備
されており、主変速レバー４６が常に前後向き支点ｂ周りに揺動付勢されている。従って
、主変速レバー４６を中立エリアＮに操作すると、図５に示すように、前進変速用操作経
路Ｆに臨む前進側中立位置Ｎｆに向けて付勢移動される。この前進側中立位置Ｎｆが、ア
イドリング中立位置Ｄに相当する。
【００２８】
　前記主変速レバー４６は、主変速装置４１を操作するのみならず、エンジン１２の起動
・停止およびエンジン回転速度の調整に関わっており、以下そのための構成について説明
する。
【００２９】
　主変速レバー４６が中立エリアＮにあると所定のアイドリング回転速度にセットされる
とともに、主変速レバー４６が前進変速用操作経路Ｆおよび後進変速用操作経路Ｒにおい
て高速側に操作されるほどエンジン回転速度が高くなるように、主変速レバー４６とエン
ジン１２のアクセル９５とが連係されている（後述の連動手段１１０、図８参照）。
【００３０】
　また、主変速レバー４６をこの位置に操作することでエンジン１２が停止されるエンジ
ン停止位置（エンジン停止用操作位置に相当）ＥＳが、段違い操作経路Ｋ１に分岐する状
態に設けられている。詳細には、前記案内溝６１における前進側中立位置Ｎｆの横外側に
エンジン停止位置ＥＳが設定されるとともに、主変速レバー４６の案内ロッド４６ａがこ
のエンジン停止位置ＥＳに操作されたことを検知するスイッチ７３がガイド板６０に装備
されている。
　スイッチ７３は制御装置２０を介してエンジン停止回路に接続されており（図３参照）
、主変速レバー４６の案内ロッド４６ａがエンジン停止位置ＥＳに設定時間（例えば数秒
）連続して操作されると、エンジン停止回路が起動されてエンジン１２が停止されるよう
にプログラムされている。
【００３１】
　尚、ガイド板６０には、中立エリアＮとエンジン停止位置ＥＳとにわたった主変速レバ
ー４６の移動に抵抗を付与する抵抗手段３０が設けてあり、中立エリアＮにある主変速レ
バー４６が、不用意にエンジン停止位置ＥＳに移動したり、エンジン停止位置ＥＳにある
主変速レバー４６が、不用意に中立エリアＮに移動しないように構成されている。



(7) JP 5778525 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

【００３２】
　抵抗手段３０は、図５～７に示すように、ガイド板６０の裏面側に縦軸ｄ周りに揺動自
在に取り付けられた切替アーム部材３１と、切替アーム部材３１の縁部を受け止めて揺動
両端部の位置決めを行うストップ突起３２と、一端を前記切替アーム部材３１に、他端を
ガイド板６０に支持された引張バネ部材３３とを備えて構成してあり、切替アーム部材３
１の揺動範囲中間部にデッドポイントＰが位置する状態に引張バネ部材３３と切替アーム
部材３１とを配置してトグル機構を構成している（図７参照）。
【００３３】
　切替アーム部材３１は、金属板によって形成してあり、主変速レバー４６の案内ロッド
４６ａが係入可能な切欠き部３１ａが設けられている。
　また、前記引張バネ部材３３の一端部を係止する第１支持ピン３１ｂが切替アーム部材
３１に取り付けられている。因みに、引張バネ部材３３の他端部は、ガイド板６０に設け
られた第２支持ピン６０ａに係止されている。また、縦軸ｄとストップ突起３２と第２支
持ピン６０ａとは、一直線上に配置されている。
【００３４】
　案内ロッド４６ａが、図７（ａ）に示すように、前進側中立位置Ｎｆに位置した状態に
おいては、引張バネ部材３３の引張付勢力とストップ突起３２による抑止力とによって、
切替アーム部材３１は揺動始点に位置しており、切欠き部３１ａに案内ロッド４６ａが係
入している。
　案内ロッド４６ａがエンジン停止位置ＥＳ側に押し込まれるに伴って、切欠き部３１ａ
に押込力が伝わり、切替アーム部材３１は、図７（ｂ）に示すように、縦軸ｄを中心に揺
動終点まで揺動する。その際、引張バネ部材３３の軸芯Ｘが、第２支持ピン６０ａと縦軸
ｄとを結ぶ線を越える（デッドポイントＰを越える）までは、引張バネ部材３３の引張付
勢力が案内ロッド４６ａを戻す方向（中立エリアＮ側に戻す方向）に作用し、主変速レバ
ー４６の操作に第１抵抗力を付与する。
　尚、第１抵抗力は、ねじりバネ６５によって主変速レバー４６を中立エリアＮにおける
前進側中立位置Ｎｆに向けて付勢している付勢力よりは大きな値となるように設定されて
いる。
【００３５】
　また、案内ロッド４６ａを、エンジン停止位置ＥＳから中立エリアＮ側に戻すと、切欠
き部３１ａに戻し力が伝わり、切替アーム部材３１は、図７（ａ）に示すように、縦軸ｄ
を中心に揺動始点まで揺動する。その際、引張バネ部材３３の軸芯Ｘが、第２支持ピン６
０ａと縦軸ｄとを結ぶ線を越える（デッドポイントＰを越える）までは、引張バネ部材３
３の引張付勢力が案内ロッド４６ａを戻す方向（エンジン停止位置ＥＳ側に戻す方向）に
作用し、主変速レバー４６の操作に第２抵抗力を付与する。
【００３６】
　本実施形態においては、切替アーム部材３１の揺動角度αにおいて、図７に示すように
、揺動始点からデッドポイントＰまでの角度α１を、デッドポイントＰから揺動終点まで
の角度α２よりも大きく設定してあるから、力積としての観点から、前記第１抵抗力は、
第２抵抗力よりも大きい。
【００３７】
　また、切欠き部３１ａの幅寸法は、案内ロッド４６ａに対する遊びを考慮してあること
で、切欠き部３１ａ内において案内ロッド４６ａが当接する位置が、前進側中立位置Ｎｆ
からエンジン停止位置ＥＳに向かって案内ロッド４６ａが移動する時と、その逆方向に移
動する時とで異なり、縦軸ｄ周りに作用する回転モーメントも異なる。その結果、単純な
力の大きさの観点からも、前記第１抵抗力は、第２抵抗力よりも大きくなっている。
【００３８】
　スイッチ７３は、図７（ａ）に示すように、切替アーム部材３１が揺動始点側に位置し
ている状態では、切替アーム部材３１の縁部が、スイッチ７３の検知部７３ａを押圧して
いることで、ＯＦＦの状態となっている。即ち、主変速レバー４６が、段違い操作経路Ｋ
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１に位置している時は、ＯＦＦの状態となっており、制御装置２０のエンジン停止回路を
作動させることはない。
　また、図７（ｂ）に示すように、切替アーム部材３１が揺動終点側に位置している状態
では、切替アーム部材３１が、スイッチ７３の検知部７３ａから離れるからＯＮの状態と
なっている。即ち、主変速レバー４６が、エンジン停止位置ＥＳに位置することで、ＯＮ
の状態となり、制御装置２０を介してエンジン停止回路が起動され、エンジン１２が停止
される。
　この後、主変速レバー４６を、エンジン停止位置ＥＳから前進側中立位置Ｎｆに戻した
後、ブレーキペダル（不図示）を踏み操作するとエンジン１２が始動する。
【００３９】
　尚、主変速レバー４６は、前述のように、上端部の操作部分と下端部の案内ロッド４６
ａとの間を前記横向き支点ａ、前後向き支点ｂによって枢支されて揺動操作自在に形成さ
れているから（図３、図４参照）、主変速レバー４６の操作部分での操作方向は、案内ロ
ッド４６ａの位置では逆方向の動きとなって前記抵抗手段３０に反映される。
　即ち、主変速レバー４６を前方に操作すると、案内ロッド４６ａはガイド板６０の案内
溝６１内を後方に移動し、同様に、後方に操作すると案内ロッド４６ａは前方に、右側に
操作すると案内ロッド４６ａは左側に、左側に操作すると案内ロッド４６ａは右側に移動
する。
【００４０】
　次に、段違い操作経路Ｋ１に沿って主変速レバー４６を操作するに伴ってアクセル９５
を連動させる連動手段１１０について図８～１０を用いて説明する。
　前記ガイド板６０の上面には、前進変速用操作経路Ｆに重複するように第１カム部材　
（アクセル調節アームに相当）９１が支点ｇ周りに揺動可能に枢支連結されるとともに、
後進変速用操作経路Ｒに重複するように第２カム部材（アクセル調整アームに相当）９２
が支点ｈ周りに揺動可能に枢支連結されている。
【００４１】
　そして、各カム部材９１，９２の後端部にはワイヤ９３，９４がそれぞれ連結され、こ
のワイヤ９３，９４が、前記エンジン１２に装備された機械式のアクセル９５の調速レバ
ー９６にそれぞれ連結されている。また、各カム部材９１，９２の後端部にはワイヤ９３
，９４を弛める方向に各カム部材９１，９２を揺動付勢するバネ９７，９８が連結されて
おり、各カム部材９１，９２の付勢揺動限界がガイド板６０上のストッパ９９，１００に
よって接当規制されている。
【００４２】
　前記アクセル９５は、両ワイヤ９３，９４が弛むと「低速」側に揺動し、いずれかのワ
イヤ９３，９４が引かれると「高速」側に揺動するようになっており、主変速レバー４６
が中立エリアＮにある時には、両ワイヤ９３，９４が共に弛められてアクセル９５はアイ
ドリング回転速度（例えば１７００ｒｐｍ）に維持されるように構成されている。
【００４３】
　図９（ａ）に示すように、主変速レバー４６を中立エリアＮから前進変速用操作経路Ｆ
に進入させるに伴って、主変速レバー４６の外周面が第１カム部材９１を押し退け、第１
カム部材９１を支点ｇ周りに揺動させる。その揺動によって、ワイヤ９３が引かれてアク
セル９５を「高速」側に操作することができる。
　また、図９（ｂ）に示すように、主変速レバー４６を中立エリアＮから後進変速用操作
経路Ｒに進入させるに伴って、主変速レバー４６の外周面が第２カム部材９２を押し退け
、第２カム部材９２を支点ｈ周りに揺動させる。その揺動によって、ワイヤ９４が引かれ
てアクセル９５を「高速」側に操作することができる。
　前記両カム部材９１，９２、両ワイヤ９３，９４によって前記連動手段１１０が構成さ
れている。
【００４４】
　また、第１カム部材９１には、図１０に示すように、前記エンジン停止位置ＥＳに移動
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操作した前記主変速レバー４６の干渉を避けるように縁部に切欠き９１Ａが形成してある
。従って、主変速レバー４６をエンジン停止位置ＥＳに移動操作してエンジン１２を停止
させる時には、主変速レバー４６は切欠き９１Ａの空間に位置するから第１カム部材９１
を押圧して揺動させることがない。即ち、主変速レバー４６と第１カム部材９１との機械
的な力伝達が無いから、エンジン停止位置ＥＳに主変速レバー４６を移動する操作に伴っ
てはアクセル９５は連動しない。
　前記切欠き９１Ａによって非連動手段１１１が構成されている。
　尚、第１カム部材９１は、図６に示すように、揺動先端側部分を厚み方向に変位させる
ようにクランク形状に屈曲形成してあり、第２カム部材９２と干渉しないように構成して
ある。
【００４５】
　第２カム部材９２は、図１０に示すように、ストッパ１００に当接するようにバネ９８
で引っ張られたストップエンドの状態では、中立エリアＮの内の後進側中立位置Ｎｒに被
さるように設けられている。従って、主変速レバー４６を前進側中立位置Ｎｆから後進側
中立位置Ｎｒに移動操作するに伴って、第２カム部材９２に当接して揺動させ、ワイヤ９
４を引くことになる。
　その結果、アクセル９５が引かれてアイドリング状態よりエンジン回転が少し高くなり
、後進するときのパワーを高めることができる。これは、例えば、寒冷時や寒冷地などで
より確実にエンジン始動を行うのに有効であったり、ぬかるみ脱出等に有効である。
　当該実施形態においては、主変速レバー４６の後進側中立位置Ｎｒを、アクセルアップ
中立位置Ｕという。
　当該実施形態の第２カム部材９２は、ＥＦＩ仕様のエンジン用に設計されたものを例に
挙げている。
【００４６】
　また、第２カム部材９２の端部側には、前記スイッチ７３と同様の構造のスイッチ７４
がガイド板６０に取り付けてある。このスイッチ７４は、第２カム部材９２の端部がスイ
ッチ７４の検知部７４ａから離れる状態がＯＮとなり、検知部７４ａを押圧する状態がＯ
ＦＦとなる（図６及び図１０参照）。
　従って、主変速レバー４６が後進変速用操作経路Ｒに移動操作されるに伴って、第２カ
ム部材９２が支点ｈ周りに揺動し、スイッチ７４が上述のＯＮとなり（図９（ｂ）参照）
、苗植付け装置４を上昇方向に移動させるように制御装置２０にデータを送信する。
　一方、主変速レバー４６が前進変速用操作経路Ｆに移動操作されるに伴って、第２カム
部材９２が支点ｈ周りに揺動復帰し、スイッチ７４が上述のＯＦＦとなる（図９（ａ）参
照）。
【００４７】
　当該作業車の変速操作構造によれば、主変速レバー４６の前後操作方向と田植機の前後
移動方向とが一致し、操作性に富んでいると共に、主変速レバー４６を握ったままエンジ
ン停止位置ＥＳに移動操作するだけで、簡単に間違いなくエンジン停止を行うことが出来
る。
　また、非連動手段１１１を設けてあることで、エンジン１２を低い回転のまま停止させ
ることができ、しかも、各カム部材９１，９２の構造は簡単なものであるから、部品加工
の簡単化によってコストダウンを叶えることができる。
【００４８】
　　〔別実施形態〕
　以下に他の実施の形態を説明する。
【００４９】
〈１〉　前記バネ９７，９８は、先の実施形態で説明したように各カム部材９１，９２を
戻す為に用いられているが、例えば、アクセル９５側に備えたアイドリング状態への復帰
用バネ（不図示）を強化することで、バネ９７，９８をすべて省略することができ、コス
トダウンを叶えることができる。ただ、第２カム部材９２に前記スイッチ７４を連動状態
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に設ける場合は、図１１に示すように、検知部７４ａと第２カム部材９２との接触抵抗が
作用するから、アイドリング状態への復帰をより確実にする為に、バネ９８のみを設ける
ことが好ましい。
【００５０】
〈２〉　前記第２カム部材９２は、先の実施形態で説明したＥＦＩ仕様のエンジン用に設
計されたものに限るものではなく、例えば、図１２に示すように、キャブレター仕様のエ
ンジン用に設計されたものであってもよい。具体的には、ワイヤ９４が取り付いている側
の端縁部の切欠き９２Ａの形状が異なっている。
【００５１】
〈３〉　前記前進変速用操作経路Ｆに沿った主変速レバー４６の移動長さを、図１３に示
すように、前進変速用操作経路Ｆの一部に出現して短く規制する移動規制レバー８０を設
けてあってもよい。移動規制レバー８０は、ガイド板６０の下面に沿って、縦軸ｅ周りに
揺動自在に取り付けてあり、揺動基端部は、操作ノブ８０ａとして構成してあり、揺動先
端部は、前進変速用操作経路Ｆ上で主変速レバー４６の周部を受け止める半円形の切欠き
８０ｂが設けてある。前記操作ノブ８０ａを持って揺動操作し、図１３（ｂ）に実線で示
してある作用状態と、二点鎖線で示してある非作用状態とに切り替えることができる。ま
た、移動規制レバー８０には、上面に位置決め用突起８０ｃが形成してあり、ガイド板６
０の対応する下面部分には、位置決め用開口６０ｂが形成してある。前記非作用状態にお
いてこの両者が嵌合するように相互の位置が設定されている。また、前記作用状態におい
ては、前記位置決め用突起８０ｃは、案内溝６１内に位置して、ずれ止めを図っている。
【００５２】
〈４〉　前記エンジン停止用操作位置ＥＳは、中立エリアＮの延長線上での前進側中立位
置Ｎｆに隣接させた位置に設けられることに限らず、例えば、中立エリアＮの延長線上で
の後進側中立位置Ｎｒに隣接させた位置に設けてあってもよい。
　また、中立エリアＮの前進側中立位置Ｎｆと後進側中立位置Ｎｒとの間に分岐させて設
けてあってもよい。
　また、前進側中立位置Ｎｆから前進変速用操作経路Ｆと反対側に隣接させて設けたり、
後進側中立位置Ｎｒから後進変速用操作経路Ｒと反対側に隣接させて設けるものであって
もよい。
　また、前進変速用操作経路Ｆの途中から、左側又は右側に分岐させて設けてあってもよ
い。
【００５３】
　尚、上述のように、図面との対照を便利にするために符号を記したが、該記入により本
発明は添付図面の構成に限定されるものではない。また、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　当該作業車の変速操作構造は、田植機に替えてコンバイン等の他の作業車にも利用する
ことができる。
【符号の説明】
【００５５】
　３　　　走行機体
　１２　　エンジン
　４１　　主変速装置（変速装置に相当）
　４６　　主変速レバー（変速操作具に相当）
　９１　　第１カム部材（アクセル調節アームに相当）
　９１Ａ　切欠き
　９２　　第２カム部材（アクセル調整アームに相当）
　９５　　アクセル
　１１０　連動手段
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　１１１　非連動手段
　Ｋ１　　段違い操作経路（変速用操作経路に相当）
　Ｎ　　　中立エリア
　ＥＳ　　エンジン停止位置（エンジン停止用操作位置に相当）
　Ｆ　　　前進変速用操作経路
　Ｄ　　　アイドリング中立位置
　Ｒ　　　後進変速用操作経路
　Ｕ　　　アクセルアップ中立位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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